
コ
ウ
ザ
ン
ジ
ヨ
ヨ
ウ

庇
山
恕
陽

山
制
宗
の
的
。

一
石
邸
wm
。

上
野
の
入
。
丹
後
永
洲
師
寺
・越
前
初
日
止
寺
に
川
町
住
L
、
一

コ
ウ
ジ
ユ

孝
宮
金
抑
制
州
市
山
妙
H
H
寺
の
佐
持
で

総
持
寺
に
出
品
m
L
.
四
回
長
六
年
加
賀
の
貨
問
寺
三
代

一
み
つ
台
と
い
」
。
そ
の
作
る
所
の
老
子
妄
漉
序
一
円
加

を
領
し
た
が
、
十
年
こ
れ
そ
門
下
川
山
繁
郎
に
税

一
が
終
日
凪
加
に
紋
せ
ら
れ
、
そ
れ
に
は
平
和
壬
成
の

り
、
前
川
利
廷
に
従
う
て
白
山
に
路
開
削
し
た
。
十
八

一
夏
と
あ
弔
oお
ず
る
に
妙
H
H
寺
な
る

4
の
は
存
せ
ぬ
。

年
利
長
、
法
問
寺
を
円
前
附
の
銘
外
に
起
し
、
問削
山
青

一
妙
日片
山
辛
口
判
脊
の
こ
と
で
も
あ
る
ま
い
か
。

し
て
そ
の
附
山
た
ら
し
め
た
o
十
九
年
利
長
の
泌
ず

一

コ
ウ
シ
エ
イ
ン

高
守
院

総
山
信
却
の
女
で
、

る
時
そ
の
部
附
と
な
り
、
元
利
九
年
正
且
十
九
日
寂

一
削
川
利
民
夫
人
玉
川
市
院
に
子
提
せ
ら
れ
、
後
務
院
生

し
た
。

駒
斑
誕
の
訟
と
な
っ
た
も
の

弘
法
出
。

コ
ウ
シ
ユ
ウ
イ
ン

香
集
院

不
破
彦
三
光
円
田
の

女
で
前
川
利
市
に
指
は
れ
た
者
の
法
制
刷
。
詳
し
〈
は

存
集
院
側
巾
弔
問
芳
大
抗
。

ゴ
ウ
シ
ユ
ウ
タ
カ
シ
マ
ゴ
ホ
リ
ュ
ウ
デ
ン
コ
ウ

江
州
高
島
郡
邑
田
考

一
加
。
山
川
知
川
者
。
文
験

中
断
川
利
'A
が
近
江
山
品
川
今
柑
凶
出

・
弘
川
の
地

荷
受
け
、
立
文
八
年
前
川
綱
紀
が
務
怜
中
村
問
中
一
受

け
ろ
に
前
っ
た
次
第
脅
開
札
し
た
・
も
の
で
あ
る
。

コ
ウ
ジ
ユ
ジ

光
読
寺

山
凪
涼
軒
目
録
延
徳
二
年

八
月
イ
二
日
の
伎
に
『
能
州
光
一
時
寺
川
崎
谷
方
向
』
可
被

治
一
行
之
立
世
間
調
之
持
来
。
』と
見
え
る
。
法
務
寺
は

今
存
せ
ぬ
。

ヨ
ウ
ジ
ュ
ツ
ホ
ヲ
ユ
ウ
キ

庚
皮
北
滋
記

一
加
。

仰
川
宗
民
訴
。
寛
文
十
年
前
川
綱
紀
在
凶
の
際
、
そ

の

m
m搾
川
宗
竪
が
、
京
中
一波

L
金
仰
に
来
た
時
の

詩札
T-
集
め
た
も
の
で
あ
る
。

コ
ウ
ザ
ン
ヒ
シ
ユ
ウ

交
山
秘
袋
一
加
。
初
に

辿
倣
の
務
問
、
倒
的
関
な
ど
の
事
常
犯
し
、
次
に
也

知
川
翁
=
一
十
三
法
口
側
、
月
花
の
情
、
徳
川
仰
掛
川
口
併

な
ど
そ
縦
せ
て
ゐ
る
。
文
化
十
ご
年
小
怯
梅
林
院
別

治
取
の
事
も
あ
る
か
ら
、
そ
の
頃
の
銃
鍛
で
あ
ら
う
。

コ
ウ
シ

賞
士

明
治
元
年
ご
H

J
1

日
日
朝
廷
は

列
侯
脅
=
一
等
に
分
か
ち
、
凶
イ
市
町石
以
上
青
大
務
、

十
市
山
石
以
上
半
一
巾
滞
、

一
…
瓜
行
以
上
有
小
出
仰
と

L
、

大
山
怖
か
ら
は
一点
士
三
名
を
問
さ
せ
た
。
加
白
押
依
っ

て
三
月
サ
六
日
木
村
九
左
衛
門
恕
・
隙
阪
恨
太
郎
惟

原
二
氷
山
町T
太
政
時
宇
:
同
士
と
し
て
祇
地
L
、
後
四

月
二
十
三
日
木
村
恕
を
止
め
、
引
口
ぷ
一
郎
副
刷
所
以

て
之
に
代
へ
た
。

コ
ウ
ジ
イ
ン

康
慈
院

不
服
彦
三
勝
次
の
女
で

前
旧
利
治
に
誌
は
れ
た
者
の
法
鋭
。
訴
し
く
は
閉
山
慈

院
智
裕
元
組
比
丘
尼
。

コ
ウ
シ
マ
ツ
リ
孔
子
祭

滞
政
の
頃
、
二
月
上

了
の
日
及
び
入
月
上
了
の
日
に
、
俗
説
な
ど
の
孔
子

祭
を
行
ふ
も
の
が
あ
っ
た
。
滞
の
然
校
の
糠
奈
は
、

天
保
九
年
ま
で
は

正
月
元
日
に
行
う
た
の
で
あ
る

が
、
そ
の
自
立
証
か
ら
こ
月
上
丁
に
舵
め
ら
れ
た
。
若

L
康
政
が
あ
れ
ば
、
二
月
巾
丁
若
し
く
は
入
且
上
中

了
に
も
延
期
せ
ら
れ
た
。

コ
ウ
ジ
ヤ
マ

柑
子
山

コ
ウ
ザ
ン
シ
ヤ

黄
山
舎

金
却
に
於
け
る
荷
風

倒
人
の
庖
蹴
。
後
川
の
門
人
事
大
初
め
て
之
を
務
へ
、

年
風
の
門
人
立
介
二
代
と
な
っ
た
が
、
そ
の
後
を
受

け
た
も
の
は
な
か
っ
た
。

コ
ウ
ザ
ツ
一
品
札

円
一
〉
宿
慢
の
高
札

l
滞
政
の

時
街
道
中
裂
の
腕
又
は
渡
船
裂
に
は
、
原
民
の
非
・
4

を
戒
め
る
何
州
、
数
日
制
の
お
札
が
武
て
ら
れ
て
ゐ
た
。

円程
容
の
多
〈
は
孫
府
か
ら
波
布
し
た
も
の
で
、
元
利

二
年
八
且

『
き
h

り
し
た
ん
門
徒
の
研
一
E

LR

』
の
定
、

天
利
一
一
年
一
カ
月
の
『
将
説
却
に
せ
毅
良
質
之
俄

-zk
』

以
下
の
保
々
、
問
年
且
の
『
忠
孝
を
は
げ
ま
し
一
冨
々
』

の
保
々
、元
政
十
二
年
三
且
の
『
人
間
口
蜘
竪
令
禁
止

之
云
々
』
の
定
、
明
利
七
年
四
且
の

『
何

mに
よ
ら

ず
よ
ろ
し
か
ら
ざ
る
耶
に
百
姓
大
勢
巾
合
候
そ
と
L

う
と
と
な
へ
云
々
』
の
定
枝
等
で
あ
っ
た
。
但
し
前

担
き
り
し
た
ん
禁
止
の
日
札
に
は
、
寛
永
十
五
年
十

且
滞
が
伴
天
辿
以
下
の
訴
人
に
府
筑
金
を
奥
へ
る
こ

と
脅
規
定
し
た
高
札
が
一
部
へ
で
あ
っ
た
。

合
一
)
海
地
の
高
札

l
全
裂
な
る
路
地
に
も
亦
市
都
府
の

法
令
が
耐
札
と
し
て
立
て
ら
れ
て
ゐ
た
。
そ
の
純
類

は
、
出品文
七
年
間
二
月
の
『
余
儀
之
舟
不
及
巾
云
々
』

の
定
、
正
徳
一
一
年
八
月
の

『
前
々
よ
り
浦
々
高
札
栴

建
云
々
』
の
定
、
正
徳
四
年
二
且
の
『
浦
々
に
於
て

舟
を
伯
b
候
て
一
E

K
』
の
定
、
同
年
十

一
且
の
『
契

凶
よ
り
放
荷
を
貨
取
候
金
元
を
い
た
し
云
々
』
の
定

等
で
あ
っ
た
。

コ
ウ
ザ
ン
ガ
タ
シ
ヨ

鋪
山
田甲
断

明
治
三
年
金

問
然
大
間
内
な
る
笥
巽
御
殿
に
設
け
た
も
の
で
、
間

十
月
切
諮
問
凶
人
イ・

フ
オ

y
・デ
ル

・
デ
ツ
ケ

y
t
r

m
L、
鎖
山
・
金
百
及
び
地
賀
県
を
教
授
し
た
。
鍛

山
県
所
の
生
徒
は
、
山山
に
，
寸
数
名
に
治
ま
な
か
っ

た
が
、
明
治
四
年
七
月
雌
間
帯
と
共
に
之
を
止
め
‘
敬

仰
デ
ツ
ケ

Y
を
解
約
し
た
。

ヨ
ヲ

血
血
阿
部
市
三
郷
に
邸
す

孝
順

ヨ
ウ
ジ
ュ
ン

一
如
孝
制
。

コ
ウ
ジ
ユ
ン
巧
翠

鈴
葱
組
闘
の
訴
で
、
如
註

玄
留
の
第
三
子
。
戒
名
環
璃
務
。
越
前
際
局
起
勝
寺

に
開
た
が
、
文
明
六
年
加
賀
に
来
り
、
能
美
樹
能
出
〈

村
に
住
L
て
定
地
坊
と
放
L
、
大
永
三
年
十
一
月
十

八
日
寂
、
入
J
I

六
訟
。

コ
ウ
ジ
ユ
ン
ジ
康
順
寺 J

イ
チ
ニ
ヨ
コ
ウ
ジ
ユ

y

澗
羽
咋
郡
制
御
に
在
つ

て
、
提
宗
夜
夜
に
回
す
る。

コ
ウ
シ
ョ
ウ

庇
髭

河
北
側
附
川
尻
認
申
市
町
刑
訴
判

光
寺
の
佐
伯
。
間
前
坊
と
批
L
、
開
館
段
級
附
に

mr

び
、
柏
町
司
に
迩
み
、
最
も
説
教
に
長
じ
た
0

・知永
七

年
二
且
九
日
寂
。

ゴ
ウ
シ
ョ
ウ

郷
庄

閉
山
政
以
前
に
漸
次

m
mし

て
来
た
郷
庄
名
は
、
閉
山
政
時
代
に
入
っ
て
行
政
上
さ

ま
で
必
裂
が
な
く
な
っ
て
も
.
依
然
停
統
的
に
叩
世
間

せ
ら
れ
た
。
し
か
し
、
大
加
山
寺
掛
川
領
に
な
っ
た
江
泊

榔
だ
け
は
、ど
う
し
た
も
の
か
全
く
そ
れ
を
失
・守
て
、

商
庄
・北
川
出
・山
巾
谷
・仰
向
・能揖{抽出
・那
谷
符
・間
十

九
院
谷
・奥
山
方
の
都
呼
帝
似
宜
上
使
用
し
て
ゐ
た

に
過
ぎ
ぬ
。
そ
の
加
判
M
W簡
に
印
す
る
郷
住
は
花
山

泊
り
で
あ
っ
た
。
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